




































































































( 1 ) 広告を認知・態度上の効果をもたらす学習ないし条件づけの情報源
と見る心理学者
( 2 ) 広告の役割モデル付与の諸側面や社会的行動への影響を強調する社
会学者
( 3 ) 広告を儀礼と象徴，つまり物財や加工物に意味を与える呪術の視点
からみる人類学者
( 4 ) 広告が子供の成長に与える影響を問題視する教育関係者
( 5 ) 広告を宣伝(プロパガンダ)とみて，マス・メディアの中での役割と
それらに与える影響を問題とするコミュニケーションの専門家


































































































C . 1 不完全な情報，半分の真
実，注意深いだまし







C . 2 執拗で，奨励的で，強く
主張する






















































A．マスマーケット A．同調性 P. バランと P. スウィー
ジー／M. マクルーハン
B．地位 B．社会的競争，羨望，偽りのプライド E. バーナウ／J.W. クラ
ッチ
C．恐怖 C．心配，不安 C. ラッシュ／M. マンズ
D．新しさ D．経験，伝統，歴史への不敬 W. リース／M.R. リアル
E．若さ E．家族の権威，老人への不敬 J. フィッシャー／M. マ
ンズ
F．セクシャリティ F．性的な偏見，不満足，ポルノグラフィ W. ク ーンズ／ P. E. ス
レーター





























































































































































情 報 源 (例) 取得労力の程度 信頼度
( 1 ) 内的
( 2 ) 個人的
( 3 ) マーケティング的
( 4 ) 公共的






















































































































































































































































( 1 ) ⼦広告⽜の起源は古代に遡るが，⽛現代広告⽜は19世紀以降，マス・メディ
アの広告枠を活用するかたちで普及している有料の情報告知のしくみをいう。
本稿ではとくに断らないかぎり⽛広告⽜は⽛現代広告⽜を指す。
( 2 ) 君塚洋一(2011)⽛現代広告と⽝市場情報システム⽞ 変容する情報提供
主体への視座(序論)⽜，⽝人間文化研究⽞第28号，京都学園大学人間文化学会。
以下，⽛序論⽜という。
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(12) 小田玲子(2009)⽛メディア・リテラシーの思想と系譜⽜津金澤聡廣ほか編
⽝メディア研究とジャーナリズム 21世紀の課題⽞ミネルヴァ書房 132-133
(13) K.B. ロッツォル，J.E. ハフナー，C.H. サンデージ(1976＝1980)，小林保彦
訳⽝現代社会の広告⽞39





(18) 暮らしの手帖社 会社案内 http://www.kurashi-no-techo.co.jp/index.php/
company
(19) ⼦株式会社カカクコム2011年 3 月期第 1 四半期決算説明資料⽜，2010年 8 月
4 日
(20) AISAS は電通の商標登録。なおAISAS は狭義の広告効果モデルではない。
(21) 河内孝，金平茂紀(2010)⽝報道再生 グーグルとメディア崩壊⽞角川書
店
(22) FTC(2009), Guides Concerning the Use of Endorsements and Testimonials
in Advertising
(23) たとえば⽛ネットに溢れるἛレビュー⽜⽝AERA⽞2012年 1 月23日号など
(24) 宮地尚子(2007)⽝環状島＝トラウマの地政学⽞みすず書房 127。この著書
で宮地は⽛ポジショナリティ⽜とは，ある問題を⽛あなたは何者として語る
のか⽜，そして⽛誰が，どんな立ち位置から，誰に向かって語るのか⽜を示
す大きな問題であると述べ，これがさまざまな社会問題の研究や政策立案，
被害者の支援運動などにおいて常に問題とされるとしている。精神科医とし
てクライエントを持つ宮地のこの概念について，筆者は，日本マス・コミュ
ニケーション学会2008年度春季研究発表会シンポジウム⽛⽝発掘񨑵񨑵あるある
大事典Ⅱ⽞をめぐる諸問題とテレビの質的向上⽜におけるパネリスト金平茂
紀氏(TBS)の発言より教示を受けた。テレビ業界のような⽛現場⽜の不祥事
に対し，メディア研究を行うアカデミズムはどのような立場と責任において
研究や批判を行うのかを問うた金平氏の投げかけはきわめて重要な示唆に富
む。当事者をもつ対象の研究やそれへの関与をおこなう人間の立ち位置と責
任を問うこの概念は，あらゆるアカデミズムに問いかけられるべきものでは
ないかと考えられる。
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